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	応用
	抗原情報
	背景
	KLF4 は、表皮の分化層で高度に発現している赤血球 Kruppel 様因子 (EKLF) 多重遺伝子ファミリーのメンバーです。KLF4 は上皮細胞の分化に重要な役割を果たしており、正常な胃の恒常性維持に必須であり、転写のリプレッサーとアクティベーターの両方として機能します。転写因子; アクティベーターとしてもリプレッサーとしても機能できます。5'-CACCC-3' コア配列に結合します。自身の遺伝子のプロモーター領域に結合し、自身の転写を活性化できます。胚発生中に主要な転写因子の発現を制御します。胚性幹細胞を維持し、その分化を防ぐ上で重要な役割を果たします。皮膚のバリア機能の確立と、出生後の眼表面の成熟と維持に必要です。上皮細胞の分化に関与しており、骨格と腎臓の発達にも機能する可能性があります。 p53/TP53 転写のダウンレギュレーションに寄与します。
	研究分野
	エピジェネティクスと核シグナル伝達
	画像データ
	

	(1) HeLa細胞溶解物、(2) NIH/3T3細胞溶解物、(3) C6細胞溶解物におけるKLF4発現のウエスタンブロット解析。

